
注1）　平成12年までは確定値、平成13年は速報値であり、各年の水害被害額は平成13年価格に実質化したものである。
注2）　昭和36年は公益事業等被害については調査されていない。
注3）　昭和36年～平成12年の平均値 ： 6,987億円 （うち、一般資産等 2,378億円、公共土木施設 4,503億円、公益事業等 109億円）

図－２　水害被害額（実質）の推移（昭和３６年～平成１３年）
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（単位：億円）

公益事業等
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七月
豪雨
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堤防決壊

豪雨
（長崎水害）

東海
豪雨
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